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木
崎
湖
周
辺
の
古
気
候
を
思
う

北
ア
ル
プ
ス
連
峰
の
真
下
に
あ
る
大
町
地
方
に
は

高
原
特
有
の
草
木
が
多
い
｡
こ
れ
ら
の
植
物
群
か
ら

は
､
毎
日
無
数
の
花
粉
や
胞
子
が
飛
散
し
て
､
大
地

に
落
下
し
て
い
る
が
､
こ
の
花
粉
や
胞
子
が
何
千
年

も
そ
の
形
の
ま
ま
で
堆
積
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
｡
そ
れ
は
篤
く
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
在
ら
な

い
｡
そ
こ
で
日
頃
､
気
に
か
け
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
実
行
に
移
し
て
見
る
こ
と
と
し
た
｡
そ
れ
は
縄

文
時
代
の
古
気
候
を
花
粉
分
析
に
よ
っ
て
知
る
こ
と

が
出
来
た
在
ら
は
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
｡
早
速
こ

れ
に
適
応
し
た
質
料
と
し
て
､
市
内
の
木
崎
湖
に
程

近
い
コ
ボ
レ
沢
追
跡
か
ら
'
縄
文
早
期
初
頭
の
土
器

と
同
じ
層
に
堆
積
し
て
い
た
土
を
採
取
し
て
､
あ
る

研
究
所
に
送
り
､
花
粉
や
胞
子
な
ど
の
分
析
を
依
頼

し
た
の
で
あ
る
｡
コ
ボ
レ
沢
遺
跡
比
､
縄
文
早
期
か

ら
始
ま
り
弥
生
中
期
の
土
器
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
る

複
合
遺
跡
で
あ
り
､
そ
の
中
で
一
番
深
い
縄
文
早
期

の
層
は
八
〇
セ
ン
チ
の
深
さ
に
堆
積
し
て
い
た
｡

先
日
の
こ
と
､
依
頼
し
た
資
料
の
分
析
報
告
が
届

い
た
の
で
､
あ
る
期
待
を
込
め
て
開
い
た
の
で
あ
る

が
､
期
待
以
上
の
結
果
が
列
話
さ
れ
て
い
て
､
改
め

て
こ
う
し
た
科
学
へ
の
期
待
と
､
地
球
の
歴
史
と
い

う
も
の
の
真
実
の
姿
を
直
視
す
る
こ
と
の
蒔
き
を
痛

感
し
た
の
で
あ
る
｡

報
告
に
は
次
の
如
く
書
か
れ
て
い
た
｡

針
葉
樹
-
モ
ミ
･
ス
ギ
･
-
チ
-
､
広
葉
樹
-
サ

ワ

ゲ

ル

ミ

･

ハ

ン

ノ

キ

･

ハ

シ

バ

ミ

･

ク

リ

‥

ン

-

･

ア

カ

ガ

シ

･

コ

ナ

ラ

･

こ

レ

･

ケ

ヤ

キ

･

シ

ラ

キ

･

カ

エ

デ

･

ト

ナ

ノ

キ

･

モ

チ

ノ

キ

､

草

本

頼

-

カ

ラ

マ

ツ

ソ

ウ

･

セ

リ

･

キ

ク

･

ヨ

モ

ギ

･

タ

ン

ポ

ポ

･
イ
ネ
科
･
ス
ゲ
科
'
羊
菌
類
胞
子
ー
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ

ズ
ラ
科
･
ゼ
ン
マ
イ
科
で
あ
る
｡
さ
て
､
シ
イ
･
ア

カ
ガ
シ
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
特
記
す
べ
き
で
､
こ

の
時
代
の
暖
か
さ
を
示
し
､
今
の
関
東
南
部
の
よ
う

な
環
境
下
に
あ
っ
た
か
と
思
う
も
の
で
あ
る
｡

(
原
田
　
　
拡
)
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切久保諏訪社　后櫓(内容品　御柏活･
洗米･尾花)　　　　昭31.7.27

切久保諏訪社　塩島の大屋家塩寄氏宅で
せい繕いした票列　　　昭31. 7.27

短薙薙薙薙薙薙御
剣鎌鎖鎌鎌鎌鎌幣

切久保諏訪社お風流(高い神社の前の
石段を下り弟領)の木まで行って帰る)

昭31.7.27

物情ど山

切
久
保
諏
訪
社
の
案
と
薙
鎌
･
七
道
の
面

-
北
安
曇
郡
白
馬
村
北
城
区
切
久
保
-

青

　

木

　

　

　

治

一
`
例
祭
自

今
は
新
暦
の
九
月
二
七
日
で
あ
る
が
､
昔
は
旧
七

月
七
日
で
あ
っ
た
の
で
､
話
し
七
当
)
祭
と
も
い

っ
た
｡
そ
の
中
に
諏
訪
の
三
射
山
祭
と
同
日
の
七
月

二
七
日
と
在
り
､
浅
香
飼
育
の
関
係
で
八
月
二
七
日

(
新
九
月
二
七
日
)
と
し
た
｡

二
､
祭
列
の
出
発

祭
の
当
日
の
正
午
神
職
･
氏
子
総
代
･
若
衆
仲
間

子
供
仲
間
の
祭
関
係
者
と
村
人
や
参
観
人
等
が
塩
島

部
落
の
大
屋
家
塩
島
氏
宅
に
集
ま
り
､
準
備
を
整
え

出
発
式
を
行
い
､
祭
列
を
整
え
暇
を
先
頭
に
､
火
縄

銃
(
今
は
村
田
銃
)
の
号
砲
で
出
発
す
る
｡

出
発
順
序
の
隊
列

峨
-
荏
-
楽
隊
(
子
供
仲
間
が
明
治
の
終
り
頃
か

ー
〝
綜
紫
紺
繊
す
る
､
そ
れ
以
前
は
笛
隊
)
-
神
職

-
唐
椙
-
氏
子
総
代
等
の
役
員
-
参
観
人

隊
列
の
中
心
は
唐
楯
で
あ
る
へ
　
そ
の
内
容
品
は
神

に
供
え
る
御
神
酒
･
洗
米
と
尾
花
(
す
ゝ
き
)
で
あ

る
｡
こ
,
の
祭
を
別
に
尾
花
祭
と
い
う
の
も
こ
ゝ
に

あ
る
｡

I
l
L
･
l
 
I
 
l
I
r
l
_
l
l

祭
列
は
途
中
新
田
の
⑪
横
沢
氏
宅
に
少
憩
す
る
習

し
で
あ
る
｡
後
神
社
に
向
い
､
到
着
後
は
拝
殿
に
入

る
｡

･
小
り
ょ

三
､
お
風
流
と
そ
の
資
料

宮
司
を
中
心
に
大
勢
の
神
職
'
氏
子
総
代
祭
関
係

の
役
員
･
若
衆
･
子
供
仲
間
等
の
人
々
の
参
列
の
も

ふ

り

ょ

と
に
神
前
の
儀
が
済
む
と
お
風
流
に
移
る
｡
七
道
の

面
の
装
束
(
神
社
の
宝
物
の
三
筒
の
天
狗
と
鬼
の
面

を
つ
け
る
)
者
等
が
､
雑
録
･
押
宝
剣
を
持
っ
て
､

宮
司
の
先
進
で
神
社
の
入
口
の
｢
弟
(
頭
)
の
木
｣

ま
で
高
い
石
段
を
､
往
復
す
る
｡

西
沢
九
之
逓
　
　
殿

栗
林
七
郎
右
街
門
殿

四
､
尾
花
騒
と
そ
の資

料

十
人
の
稚
児
に
よ
る
尾
花

輔
の
奉
納
は
昔
か
ら
で
あ
る
｡

稚
児
は
昔
は
男
女
二
組
で
あ

っ
た
が
､
今
は
十
人
の
一
組

の
女
子
の
み
で
行
う
｡
金
紙

の
脚
縛
に
赤
い
寵
絆
の
縫
下

げ
に
樺
掛
け
で
､
手
に
手
に

尾
花
を
持
ち
､
太
夫
の
音
頭

で
尾
花
堀
の
歌
に
合
せ
て
､

一
人
目

二
人
目

三
人
目

四
人
目

五
大
国

六
人
目

七
人
白

人
人
目

九
人
日

十
人
日

太
鼓
(
七
道
の
両
者
)
　
係
員

か
ね
　
(
七
道
の
両
者
)
　
係
員

十
一
人
目
無
手

(
七
道
の
両
者
)
　
係
員

神
職

神
職

神
職

神
職

神
職

神
職

塩
島
氏
(
大
屋
素
)

楼
源
氏
(
新
田
の
④
)

外
に
寄
進
職
者
格
別
　
但
し
作
花
の
出
し

一
泡
御
名
代
と
御
錨
両
村
よ
り
式
筋
､
但
し
村
役
人

(
か
み
し
も
)

上
下
こ
て
井
頭
立
不
残
啓
固
佳
麗
越
候
､

右
退
社
こ
て
両
村
同
日
之
祭
礼
看
仕
来
り
啓
上
中
條
､

所
柄
違
無
二
御
座
｣
候
､
　
以
上

大
町
組

塩
島
村
与
頭
　
忠
　
　
治

庄
屋
　
勘
左
街
門

仝

　

　

忠

　

　

人

大
町
組

天
保
十
三
寅
年
(

新
田
村
与
頭

庄
屋

一
八
四
二
)

喜

　

惣

　

次

七
郎
左
衛
門

九
月

踊
る
の
で
あ
る
｡

尾
花
蹄
の
歌

口
朝
日
さ
す
眺
め
見
渡
す
我
が
里
や

す
,
き
花
咲
く
尾
花
山

黄
金
の
波
打
つ
秋
の
日
や

あ
ゝ
な
尊
し
や
大
神
は

尾
花
を
捧
げ
て
お
ろ
が
み
ぬ

け
刈
っ
て
乾
す
種
芋
の
我
が
里
や

古
き
た
め
し
の
見
て
振
り
を

尾
花
祭
り
の
そ
の
様
を

あ
､
な
苦
し
や
大
神
に

捧
げ
て
御
幸
を
仰
ぐ
ら
ん

○
資
料
㈲
(
北
戯
嶺
村
文
書
)

乍
レ
恐
幸
二
中
上
一
口
上
之
覚

十
二
人
日
面
な
き
故
無
手

十
三
人
日
面
を
き
故
無
手

十
四
人
日
面
な
き
故
無
手

十
五
人
日
面
を
き
故
無
手

○
資
料
用

係
員

係
員

係
員

係
員

覚
　
　
　
(
聞
留
書
よ
り
北
域
区
嶺
村
文
書
)

一
当
村
諏
訪
大
明
神
祭
礼
七
月
二
七
日
二
御
座
候

所
有
午
之
刻
三
社
人
七
道
之
式
太
鼓
手
調
子
こ
て
鬼

面
を
か
む
り
三
人
其
外
上
下
を
差
七
人
藤
田
中
條
､

尾
本
祭
り
と
中
萱
之
穂
を
持
'
小
(
千
)
供
罷
出

舞
踊
候
､

一
祭
日
峨
十
六
本

/

一
当
村
諏
訪
明
神
御
祭
礼
之

儀
二
付
'
先
達
雨
用
願
膏

候
処
　
古
屋
本
祭
之
儀
訳

合
候
而
出
記
差
上
條
様
被

仰
下
付
　
古
来
よ
｡
仕
来
｡

中
條
訳
詩
奉
差
上
候
｡

一
任
古
よ
｡
尾
花
祭
呈
出
中
條

子
供
之
使
者
　
月
之
数
与

申
､
拾
弐
人
二
相
走
り
尾

本
ヲ
以
罷
出
中
條
､
真
飾

差
用
物
は
麻
こ
て
所
々
と
ぢ

物
を
差
､
太
鼓
鼓
手
拍
子

右
鳴
物
こ
て
拍
子
斗
こ
て
舞
仕
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現在残っている三筋の七道の面
昭31.7.27

舵物語ど山

儀
は
青
箸
喰
初
メ
三
左
山
祭
.
ト
申
唱
　
古
来
よ
｡
仕

莱
.
 
｡
中
條
所
柄
連
年
一
御
座
一
條
､
右
之
訳
合
二

御
座
候
得
は
何
卒
仕
度
奉
レ
存
候
間
　
比
較
御
許

容
板
二
成
下
置
一
様
　
宜
敷
板
二
仰
上
一
可
破
下

大
町
組

塩
島
村
百
姓
代

組
頭

庄
屋

大
町
組

塩
島
新
田
村
百
姓
代

与
頭

以
上

要
左
衛
門

新

　

　

平

勘
左
衛
門

三
石
衝
門

案
右
衛
門

庄
屋

寛
政
八
年
(
一
七
九
六
)

辰
七
月

栗
林
七
郎
兵
衛
　
殿

浅
野
治
郎
右
衝
門
殿

○
資
料
㈲
(
北
城
嶺
村
文
書
)

切
久
保
諏
訪
神
社
口
砲

横
沢
杢
右
衝
門

用
長
さ
三
五
m
､
巾
上
部
五

･
五
0
0
の
も
の
､
一
丁

頭
部
の
瞬
け
開
い
て
お
り
'

上
曙
は
四
m
､
下
噂
は
五

伽
､
眼
あ
り
'
鋸
歯
に
発

達
す
る
背
面
の
線
九
本
､

江
戸
時
代
の
も
の
'
無
名

木
桶
に
打
込
ん
で
あ
る
｡

回
長
さ
一
八
m
､
巾
上
部
七

m
'
下
部
三
脚
も
の
､
一

丁無
名
､
眼
あ
り
､
曙
を
開

′
＼

一
切
久
保
諏
訪
明
神
祭
礼
之
儀
､
異
音
ぢ
尾
花
七
導

年
々
七
月
二
十
七
日
山
神
ぢ
後
花
見
花
見
沢
の
間

に
て
苅
取
神
前
に
供
へ
祭
礼
を
仕
｡
尚
又
神
殿
葺
智

之
節
は
右
山
羊
葦
刈
取
修
覆
仕
来
｡
と
記
さ
れ
た
｡

文
政
七
甲
申
年
(
一
八
二
四
)

六
月

○
資
料
㈲
(
北
械
区
嶺
村
文
書
間
留
善
吉
)

一
切
久
保
村
諏
訪
大
明
神
ハ
白
鳳
元
㌔
年
二
宮
立
､

神
領
六
石
　
川
内
五
反
　
田
除
地
な
り
､

尾
花
蹄
を
す
る
時
に
は
'
前
述
の
如
-
尾
花
(
す

･
き
)
の
穂
を
手
に
持
っ
て
踊
っ
て
い
る
｡
資
料
㈲

の
寛
政
八
年
(
一
七
九
六
)
九
月
の
も
の
で
も
､
｢

輔
を
す
る
子
供
の
数
は
､
月
の
数
の
十
二
人
で
､
尾

本
を
特
一
ノ
て
罷
り
出
て
申
し
候
･
｣
云
々
と
い
っ
て

お
り
､
ま
た
祭
礼
の
折
の
庸
橋
の
主
た
る
内
容
品
は
､

こ
れ
ま
た
尾
花
で
あ
る
｡

文
政
七
年
二
八
二
四
)
の
資
料
㈲
に
よ
る
と
､

こ
れ
等
の
尾
花
け
｢
年
々
七
月
二
十
七
日
山
神
よ
｡
後

花
見
花
見
沢
の
間
か
ら
苅
取
っ
て
神
前
に
供
へ
て
祭

を
す
る
｣
と
い
っ
て
お
ろ
し
'
神
殿
の
葺
蕾
の
萱
は
'

こ
の
山
か
ー
主
管
を
刈
っ
て
修
覆
す
る
仕
き
た
り
と
を

っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
｡
尾
花
祭
と
称
す
る
所
以

も
こ
ゝ
に
あ
る
｡

五
､
語
録
と
民
話
七
道
の
面

前
述
の
如
-
お
風
流
の
折
､
四
大
国
か
ら
九
八
日

の
神
職
に
よ
り
五
尺
(
一
五
〇
弄
)
位
の
柄
の
付
い

た
薙
鎌
を
韓
持
し
て
'
お
風
流
に
出
る
｡

薙
鎌
は
諏
訪
明
神
の
表
象
で
あ
っ
て
､
神
社
に
よ

っ
て
は
神
体
と
し
て
奉
安
し
て
い
る
向
も
あ
る
し
､

諏
訪
明
神
の
憑
代
と
し
神
聖
視
し
て
い
る
｡
諏
訪
大

社
の
祭
礼
で
は
'
剣
･
鋒
･
鎌
･
薙
鎌
を
祭
の
供
奉

品
と
し
て
'
祭
器
に
用
い
て
い
る
｡

こ
､
切
久
保
の
諏
訪
社
で
も
､
こ
の
薙
鎌
を
祭
具

と
し
て
､
前
述
の
如
-
捧
持
す
る
｡

バ
明
治
､
大
正
の
頃
と
思
う
も
の
､
三
T

T
T
昭
和
に
入
っ
た
も
の
､
三
丁

小
谷
村
戸
土
の
境
の
宮
諏
訪
社
と
戸
土
の
奥
仲
又

の
小
倉
明
神
の
神
木
に
､
諏
訪
大
社
の
御
柱
祭
の
前

年
の
秋
に
'
下
社
の
大
祝
が
薙
鎌
を
捧
持
し
て
､
来

て
,
薙
鎌
を
打
込
む
神
事
が
七
年
に
一
度
づ
つ
､
前

記
の
二
神
社
で
交
互
に
行
っ
て
来
て
い
る
｡
最
近
で

は
昭
和
四
十
八
年
九
月
十
日
に
小
倉
明
神
で
行
な
は

れ
で
い
る
｡
昔
は
'
こ
の
神
事
の
際
に
H
_
 
'
諏
訪
の

大
祝
(
今
は
諏
訪
大
社
宮
司
)
は
途
中
二
､
三
泊
し

て
来
て
い
る
が
､
小
谷
の
総
社
大
宮
諏
訪
神
社
に
入

る
前
の
一
泊
は
､
塩
島
郷
切
久
保
の
諏
訪
社
の
､
神

職
宅
で
泊
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
｡
そ
の
時
捧
持
の

こ
の
薙
鎌
は
諏
訪
大
社
の

七
年
に
一
度
の
御
柱
祭
の
翌

年
諏
訪
大
社
か
ら
､
希
望
の

諏
訪
神
社
に
下
さ
れ
る
習
慣

で
あ
る
｡

小
谷
四
ノ
圧
の
こ
の
地
方
の

諏
訪
神
社
の
殆
ん
ど
の
お
宮

で
は
､
七
年
に
一
度
づ
､
薙

鎌
の
受
領
に
､
氏
子
総
代
と

宮
司
と
で
出
掛
け
て
い
る
｡

切
久
保
諏
訪
社
の
薙
鎌
も
同

様
で
あ
る
｡

こ
の
神
社
に
は
八
丁
の
薙

鎌
が
あ
る

薙
鎌
は
神
主
宅
に
は
持
込
ま
ず
､
必
ず
神
社
の
人
目

の
神
木
で
あ
る
､
弟
(
頭
)
　
の
木
の
根
元
に
奉
安
し
'

次
の
日
は
千
国
道
を
下
っ
て
､
姫
川
を
渡
っ
て
､
土

谷
村
に
入
り
､
昼
食
を
取
る
習
慣
で
あ
っ
た
｡

斯
く
こ
こ
の
諏
訪
神
社
は
小
谷
に
入
る
関
門
の
場

所
に
も
位
置
し
て
お
り
苦
か
ら
の
諏
訪
大
社
と
の
関

係
で
多
-
さ
ん
の
薙
鎌
が
あ
る
｡

七
道
の
面
に
つ
い
て
は
次
の
話
が
あ
る
｡

こ
の
村
の
あ
る
素
で
嫁
を
取
り
､
名
を
お
か
る
と

い
っ
た
｡
は
じ
め
は
一
家
は
む
つ
ま
じ
か
っ
た
｡
そ

の
う
ち
嫁
と
姑
は
些
細
を
こ
と
で
角
突
き
あ
う
よ
う

に
な
り
'
近
隣
の
話
題
と
な
っ
た
｡
あ
る
晩
お
か
る

ぼ
日
ご
ろ
の
う
っ
ぷ
ん
を
晴
ら
そ
う
と
し
､
お
宮
か

ら
面
を
持
ち
出
し
､
か
ぶ
っ
て
姑
の
寝
室
の
障
子
の

破
れ
目
か
ら
声
か
け
f
J
｡
｢
お
前
は
嫁
を
い
じ
め
る

か
ら
今
夜
は
俺
が
う
ら
み
を
晴
ら
し
て
や
る
ぞ
｣
と

お
ど
し
た
｡
見
る
と
障
子
の
穴
に
鬼
が
い
る
｡
姑
は

そ
の
ま
ゝ
気
絶
し
た
｡
計
画
が
図
に
当
っ
て
喜
ん
だ

嫁
は
､
宮
に
帰
り
面
を
と
ろ
う
と
し
た
が
と
れ
な
い
｡

そ
の
う
ち
夜
が
白
ん
で
き
た
の
で
､
思
案
に
あ
ま
っ

た
お
か
る
は
桶
川
の
岩
窟
に
身
を
か
-
し
た
｡
こ
の

穴
は
松
川
の
上
流
の
倉
下
ま
で
抜
け
て
い
る
と
い
う
.
.

家
人
も
夜
中
に
日
を
さ
ま
し
､
気
絶
し
て
い
た
姑

を
蘇
生
さ
せ
た
が
､
わ
か
る
の
姿
は
な
い
｡
そ
れ
以

来
面
が
一
個
不
足
し
た
｡
一
説
に
は
鬼
面
の
あ
が
る

は
､
白
馬
運
筆
の
一
つ
杓
子
岳
に
登
っ
た
の
で
､
七

日
の
祭
日
に
は
不
足
の
面
を
補
う
た
め
下
っ
て
来
る
一
∪

そ
の
時
は
三
粒
で
も
悲
し
の
雨
が
降
る
と
い
う
｡

本
来
は
祭
の
陳
の
お
風
流
に
は
､
七
人
の
両
者
が

参
加
し
た
い
と
い
わ
れ
て
い
る
｡
今
は
前
述
の
如
-

両
者
が
三
人
'
面
の
な
い
係
員
が
四
人
無
手
で
参
加

し
て
い
る
｡
面
は
最
初
は
七
ツ
あ
っ
た
が
､
一
ツ
は

ね
か
る
に
よ
り
無
-
な
っ
た
と
い
い
｡
そ
の
後
三
ツ

紛
失
し
､
今
は
三
商
社
宝
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
｡

(
北
安
曇
縞
繁
委
員
･
壁
扇
町
郷
土
資
料
館
長
)
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I

大
町
山
岳
博
物
館
｢
友
の
会
｣

責
任
者

博
物
館
｢
友
の
会
｣

設
立
準
備
委
員
長

山

　

本

　

携

　

挙

*
写
生
総
会
　
(
小
･
中
･
高
校
生
)

◎

と

　

き

⑥
と
こ
ろ

◎
お
　
話

堀

　

　

　

勝

五
十
三
年
八
月
十
二
日
(
土
)
午

後
一
時
よ
り
三
時
三
〇
分
ま
で
　
(

受
付
は
十
二
時
三
〇
分
よ
り
)

大
町
市
公
民
館
　
講
堂

世
界
の
虫
　
ア
ル
プ
ス
の
虫
　
(
仮

題
)
　
二
時
よ
り
三
時
三
〇
分

彦
先
生

T

E

L

-

千

-

〇

四

二

〇

(
代
表
)

◎
大
町
市
観
光
同
会
(
田
中
)
　
　
大
町
市
仁
科
町

T

E

L

　

二

I

O

.

九

〇

◎
大
町
市
児
童
館
(
島
田
)

T
E
L
　
ニ
ー
〇
七
四
一

設
立
の
趣
旨

大
町
市
は
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
に
あ
り
､
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
｡

私
た
ち
は
日
頃
そ
の
中
で
生
活
し
て
い
な
か
ら
､

自
然
の
美
し
さ
､
人
と
の
関
係
を
日
々
の
多
忙
さ
に

ま
ざ
れ
見
過
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
が
｡

自
然
の
中
に
す
み
を
が
ら
､
自
然
や
文
化
に
つ
い

て
の
知
識
の
乏
し
き
が
'
味
気
な
い
生
活
に
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

こ
ん
ど
有
志
が
集
ま
り
､
山
岳
博
物
館
を
有
効
に

利
用
し
つ
つ
､
仲
介
者
と
し
て
自
然
や
風
俗
'
詐
偶

な
ど
を
体
験
的
に
楽
し
み
な
が
ら
半
び
､
自
分
た
ち

の
　
｢
も
の
｣
に
し
て
い
き
た
い
と
､
山
岳
博
物
館
｢

友
の
会
｣
を
つ
く
り
ま
し
た
｡

お
年
寄
か
ら
子
供
た
ち
ま
で
､
よ
り
幅
広
く
の
人

々
が
集
い
'
自
分
た
ち
の
郷
土
の
再
発
見
を
､
矢
を

わ
れ
が
ち
な
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
的
な
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
持
ち
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
｡

そ
し
て
､
そ
の
中
か
ら
小
さ
を
幸
福
感
と
充
実
感

を
多
-
の
会
員
と
共
に
見
つ
け
た
い
と
思
う
の
で
す
｡

そ
の
通
り
を
博
物
館
と
い
う
も
の
を
通
じ
て
､
親

か
ら
す
へ
､
子
か
ら
そ
の
手
へ
と
受
け
継
い
で
行
け

る
よ
う
な
会
に
し
た
い
と
思
う
の
で
す
｡

｢
友
の
会
｣
入
会
の
お
す
ず
め

大
町
山
岳
博
物
館
｢
友
の
会
｣
は
'
自
然
や
文
化

に
関
心
を
持
つ
人
た
ち
の
集
ま
り
で
､
会
員
の
知
識

の
向
上
を
は
か
る
と
共
に
'
山
岳
博
物
館
の
種
々
の

i

-

~

　

　

i

　

●

　

.

.

　

　

.

　

●

　

〃

　

.

-

事
業
に
助
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
｡

友
の
会
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
い
ま
す
｡

◎
白
球
観
察
会
を
行
い
ま
す
｡

◎
例
会
､
講
演
会
を
行
い
ま
す
｡

⑨
友
の
会
の
　
｢
会
報
｣
を
発
行
し
ま
す
｡

次
の
よ
う
な
特
典
が
あ
り
ま
す
｡

◎
博
物
館
へ
無
粋
で
入
飴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
｡

◎
一
般
お
よ
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
'
賛
助
会
員
は
｢

山
と
博
物
館
｣
､
友
の
会
｢
会
報
｣
が
配
布

さ
れ
ま
す
｡

予
告
会
員
に
は
､
友
の
会
｢
会
報
｣
が
配
布

さ
れ
ま
す
｡

◎
博
物
館
に
支
障
が
な
い
限
り
施
設
'
質
料
が

利
用
で
き
ま
す
｡

◎
年
間
を
通
じ
て
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
す
｡

◎
友
の
会
会
員
証
と
バ
ッ
チ
が
配
ら
れ
ま
す
｡

年
会
質
は
次
の
よ
う
で
す
｡

◎
止
会
員
-
個
人
一
般
会
員
-
五
〇
〇
〇
円

写
生
会
員
(
小
･
中
･
高
)
二
〇

〇
〇
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
(
親
子
･
家
族

)
　
六
〇
〇
〇
円

賛
助
会
員
-
個
人
お
よ
び
団
体
一
口
一
〇

〇
〇
〇
円
以
上

◎
入
会
金
-
入
会
時
に
一
人
五
〇
〇
円

〆
切
八
月
･
十
日

お
知
ら
せ

珍
ら
し
い
世
界
の
昆
虫
や
､
ア
ル
プ
ス
の
虫
に
つ
い

て
､
ス
ラ
-
ド
を
使
っ
て
､
そ
の
生
活
の
不
思
議
さ

を
訪
ね
ま
す
｡

*

一

般

総

会

(

一

般

･

フ

ァ

ミ

リ

ー

)

◎
光
画
堂
(
山
本
)

大
町
市
人
口
町

T
E
L
　
ニ
ー
〇
八
七
-

◎
と
　
き

◎
と
こ
ろ

◎
講
　
演

五
十
三
年
八
月
十
九
日
(
土
)
午

後
六
時
三
〇
分
よ
り
九
時
三
〇
分

ま
で
(
受
付
は
午
後
六
時
よ
り
)

大
町
市
公
民
館
　
講
堂

安
曇
平
の
自
然
と
文
化
(
仮
題
)

八
時
よ
り
九
時
三
〇
分

(
松
川
村
地
区
)

◎
松
川
村
公
民
館
(
武
田
武
)

(
八
坂
村
地
区
)

松
川
村

◎
仁
科
利
夫T

E
L

(
白
馬
村
地
区
)

⑥
長
沢
　
武T

E
L

八
坂
村
切
久
保

〇
二
六
一
二
-
三
-
九
二
六
二

白
馬
村
神
城

〇
二
六
一
七
-
五
-
二
　
二
一
八

一

志

　

茂

　

樹

先

生

安
豊
平
の
文
化
の
成
り
立
と
､
そ
の
自
然
と
の
か
か

わ
り
あ
い
を
詳
し
-
解
説
し
､
今
後
の
問
題
点
に
つ

い
て
､
ど
の
よ
う
に
と
り
-
む
必
要
が
あ
る
か
を
探

る
｡※

一
般
総
会
の
一
志
残
樹
先
牛
の
講
演
､
草
生
総
会

の
堀
勝
彦
先
生
の
講
演
に
は
会
員
外
の
多
く
の
方

々
の
ご
参
加
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
｡

※
写
生
総
会
に
は
､
保
護
者
の
方
々
の
ご
参
加
を
歓

迎
い
た
し
ま
す
｡

申

　

込

　

先

(
大
町
地
区
)

⑥
大
町
山
岳
博
物
館
　
　
　
　
　
　
大
町
市
神
栄
町

T

E

L

　

ニ

ー

〇

二

一

一

◎
大
町
市
公
民
館
(
相
沢
)
　
　
　
大
町
市
東
　
町

T
E
L
　
ニ
ー
〇
三
五
二

◎
大
町
市
役
所
　
市
境
諜
受
付

T
E
L
　
ニ
ー
〇
四
二
〇

(
代
表
)

◎
大
町
市
役
所
　
教
育
委
員
会
事
務
局
内
(
木
村
)

T
E
L
　
ニ
ー
〇
四
二
〇

●
　
会
員
は
広
-
各
地
の
方
々
を
歓
迎
い
た
し
ま
す

照
会
は
､
〒
3
9
8
　
長
野
県
大
田
市
神
栄
町

大
町
山
岳
博
物
館
内
｢
友
の
会
｣
事
務
局
､
T

E
L
　
〇
二
六
一
二
-
ニ
ー
〇
二
一

博
物
館
だ
よ
り

カ
モ
シ
カ
扇
沢
へ

6
月
3
0
旦
一
頭
の
カ
モ
シ
カ
が
扇
沢
カ
モ
シ
カ
園

に
移
さ
れ
e
J
月
末
ま
で
飼
育
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
-
｡

カ
モ
シ
カ
出
生

6
月
2
6
日
､
付
属
教
義
園
で
飼
育
中
の
カ
モ
シ
カ

〝
滑
子
〟
　
が
子
供
を
う
み
ま
し
た
｡

派
手
に
と
っ
て
は
第
3
番
目
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
｡

山

と

博

物

館

第

2

3

　

巻

第

　

1

号

一
九
七
八
年
七
月
二
十
五
日
光
,
〓

発
行
所
　
　
長
野
県
大
町
市
T
E
L
⑧
〇
二
一

人

　

町

　

山

　

岳

　

博

　

物

　

館

印

刷

所

　

　

大

　

町

　

市

　

優

　

町

大

糸

　

タ

　

イ

　

ム

　

ス

　

印

刷

部

定
価
　
軍
都
　
八
〇
〇
円
(
迷
料
輿
)
　
(
助
手
不
可
)

郵
佃
振
替
口
座
番
着
(
長
野
.
三
､
二
九
三
)


